業務委託契約
株式会社 　　　（以下甲という）と　　　　　　　　　　（以下乙という）とは、甲における乙の業務提供について以下のとおり業務委託契約（以下本契約という）を締結する。
第１条（業務委託の内容）
第２条（業務委託の料金）
第３条（業務遂行時間）
第４条（業務委託の変更）
1. 甲は乙の承諾のもとに、業務委託の内容を変更することが出来る。
2. 前項の場合において業務委託料およびその支払方法の変更をするときは、甲乙協議の上書面において決定するものとする。
第５条（業務委託料の支払方法）
第６条（損害賠償）
1. 乙が故意または過失により、あるいは本契約に違反し、甲または甲の患者（第３者に対する損害も含む）に損害を与えた場合は、甲は乙に対してその全部または一部について、損害賠償をさせることができる。
2. 前項の損害が生じた場合で、甲が甲の患者（第３者に対する損害も含む）に対して損害を補填した場合、甲は乙にその損害およびその解決のために要した費用を求償することができるものとする。
3. 甲が、業務の委託にあたり、安全配慮その他の債務の不履行、または不法行為により乙に損害を与えた場合は、甲はその損害を過失割合に応じた賠償の責を負うものとする。
第７条（服務規律）
乙は甲の信用・名誉を害することのないように、規律ある行動をとるようにしなければならない。また甲の施設利用を行う際には、当該施設でのルールを遵守するよう配慮するものとする。
第８条（兼業）
乙は、本契約により、他との兼業につき制限を受けるものではない。ただし、甲および甲の患者の利益に反する業務もしくは競合する業務に就く場合は、事前に甲の承認を得るなどの協議をはかるものとする。
第9条（秘密の保持）
1. 乙は本契約に基づく業務に関し、業務上知り得た機密を他に漏らしてはならない。また、機密漏洩の可能性を事前に排除するよう十分な注意をしなければならない。
2. 乙は、委託業務終了後といえども前項の機密に関しては漏洩してはならない。
第10条（甲による業務委託の解約および利益損失の補填）
次の各号の一に該当したときは、甲は本契約を解約できる。
1.　乙が本契約条項に違反したとき。
2.　乙が本契約の履行に関し、不正の行為、債務の不履行があったとき。
3.　乙が刑事罰に至ったとき。
4.　その他乙が信用を著しく失ったとき。
5.　甲乙双方で合意したとき。
なお、解約にあたって、治療途中にある患者の前金は、全額甲に返却する。
第11条（乙による業務委託の解除および利益喪失の補填）
　乙の都合で本契約を解除する場合は、少なくとも半年の猶予期間を設け、後任の業務委託者（以下後任者という）を甲に提供するものとし、その引継ぎにおいては、瑕疵のないものとすること。なお、解除にあたって、治療途中にある患者の前金は、全額甲に返却する。
2。　前項に違反して甲に利益の喪失があるときは、乙は、委託料の6ヶ月平均分（委託契約開始時から解除時までの平均）を甲に対し支払うものとする。
第12条（委託業務上の傷病）
乙が業務委託の実施に起因する傷病を負った場合は、乙は自己の加入する国民健康保険等もしくは、自身で加入する障害保険等を適用するものとする。
第13条（協議）
本契約に定めのない事項、または本契約の履行にあたり疑義が生じた事項については、甲乙協議の上、円満に解決を図るものとする。
　
本契約を締結したことを証するため本書２通を作成し、甲、乙署名捺印の上、各自１通を保有する。また同時に、甲乙両者間は委託契約にあり、雇用関係がないことも双方確認する。
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